
地下鉄 
京都駅から 

地下鉄烏丸線で丸太町駅下車 徒歩 15 分 

 

バス 
いずれも堀川下立売バス停下車 西へ徒歩 3分 

●ＪＲ京都駅から市バス 9番  西賀茂車庫行き 

●ＪＲ京都駅から市バス 50 番 立命館大学行き 

●京阪三条駅から市バス 12 番 立命館大学行き 

●阪急烏丸駅から市バス 12 番 立命館大学行き 

 

タクシー 
ＪＲ京都駅から約 15 分（1,500 円程度） 

 

㈱排泄総合研究所 むつき庵 
〒602-8123 京都市上京区下立売通黒門西入橋西二町目 648 

Ｔｅｌ：０７５-８０３-１１２２ Ｆａｘ：０７５-８０３-１１２３ 
ＵＲＬ ｈｔｔｐ://www.mutsukian.com e-mail info@mutsukian.com 

むつき庵は㈱排泄総合研究所が運営しております 

午前 10 時から午後 5時 30 分まで 

月～水 予約の研修会、勉強会、見学会等 

水 個別相談日 

木～土 一般来館日 

日・祝 休館日 

月～水の予約研修・個別相談は有料となっております。

詳しくはむつき庵までお問い合わせください。 

私は、9 月 3 日から 20 日間、むつき庵で実習生として実習させていただいている高柳愛とい

います。福祉の勉強をしている大学生です。 

 私は、初日から実習先がここでよかったなと思いました。それは、むつき庵の雰囲気がとてもよ

かったからです。温かい空気が流れていました。スタッフを見ていて、人というのは、年齢や性別、

障害のある・なしなどは関係ないもので、心のつながりなのだなと感じました。 

 実習はまだ始まったばかりなのですが、毎日が新しい発見ばかりでとても充実しています。人

は、それぞれ違っていて、いろんな考え方をしています。いろんな人がいます。だからこそ、講義で

習ったことや、教科書に載っていることがすべてではないということがよくわかりました。 

 この実習の中で多くのことを学び、ここでの経験を活かしていきたいと思っています。 

★今年 4 月より、スタッフとしてお仕事させていただいております今朝丸です。浜田所長の講義を何回か受講する機

会があり、いつか「むつき庵」でお仕事できればと思っておりましたところ、機会に恵まれましてスタッフの一員とならせて

いただきました。ご相談にご来館される皆様に、研修を受講される皆様に、微力ながら少しでもお役に立つアドバイス

ができればと、まだまだ未熟ですが日々努力いたしておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

★はじめまして。8月末よりむつき庵の一員としてお世話になっています石村和代と申します。2週間たって少し慣れて

きたと感じています。「排泄ケア」は私にとって未知の世界。先輩のスタッフの皆さんに助けられながら、温かい雰囲気

の中で日々が過ぎていっています。未熟ですが、いい意味で好奇心をもって取り組んでいこうと思っています。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

 こんにちは。今年の 5月までむつき庵でお世話になっていました中友です。約 3年間むつき庵のスタッフとし

て働かせていただきました。私にとってこの 3 年間は、「排泄」に関する知識はもとより、むつき庵を訪れてくだ

さるお客さんやメーカーの方々、そしてむつき庵スタッフの方など、本当に多くの方々に出会え、学ぶことが非

常に多くありました。むつき庵で 3年間過ごせたことは、私にとって貴重な体験と時間になりました。 

ここで学ばせていただいたことを現場で活かしたいと考え、むつき庵のスタッフという立場を離れさせていただ

きました。今は、知的障害者の入所施設で、毎日悪戦苦闘しながらも楽しく過ごしています。ご報告が遅く

なってしまいましたが、この 3 年間、「むつき庵」という場を通してお世話になった方々に心より感謝しておりま

す。この場を借りて、お礼申し上げます。本当にありがとうございました。そして、これからもさまざまな形でむつ

き庵と関わらせていただきたいと思っておりますので、これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

中友 千芳子 



  

     

通信Ｎｏ．９ 

  

むつき庵を開いてもうすぐ 4 年になりますが、この間、研修や研究会を通して多くの方々と出

会い、いろいろなことを一緒にするようになりました。滋賀県坂本にある特別養護老人ホーム真

盛園では隔月に研究会を開いていますが、この参加メンバーに福祉用具レンジャーという頼も

しい男性たちがいます。彼らは貝巻き（尿パッドを尿道周辺に巻く方法）を試して報告したり、合

宿をして人の前で排尿することの恥ずかしさや大変さなどの感想をレポートにして提出してくれ

ます。もちろん私たちもいろいろな体験を重ねているのですが、それを互いに報告しあう中で、

おむつについて考えねばならないことに気づきます。個人としての身体ではなく関係としての身

体、その中でおむつのことも考えねばなりません。そんな気づきの一つひとつが重要だと思って

います。 

 研修を受けてくださった方々やむつき庵の活動に関心を持ってくださっている方々とも、排泄

ケアのこれからをともに考えていけたら、と願っています。12 月にはオムツフィッター同窓会をい

たします。日ごろの活動やむつき庵への提言をはじめ、皆様と建設的な意見交換ができれば幸

いです。多くの方々と京都でお目にかかれますよう、楽しみにしております。 

 

むつき庵代表  浜田 きよ子  


